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【コストの推移】

指標名 単位

トータルコスト 千円[ ]

事業費( ) 千円[ ]

職員人件費( ) 千円[ ]

【評価】

評価ランク 今後の方向性

【昨年度の実施状況と課題】（評価ランクの結果に対する理由などを分析して記入）

【今後の事業方針】（評価ランクの結果を受けて、上記課題に向けた今後の方針を具体的に記入）

（Ａ～Ｄ） （拡充、継続、改善継続、縮小、廃止）
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1

安全で安心して暮らし続けられるまち

豊かな暮らしを支える生活環境の向上

汚水・雨水対策の充実

汚水対策の推進

合併処理浄化槽設置整備事業

都市整備局

下水道業務課

087-839-2720

市

平成 年度～28

①ソフト事業（法律による実施義務有）

浄化槽設置助成基数 基

合併処理浄化槽による汚水処理人口普及率 ％

令和 年度（ 年度決算分）2 31

H29 H30 H31 R2

H29 H30 H31 R2

R2H31H30H29

合併処理浄化槽の設置者に対し、補助金を交付することで、合併処理浄化槽の普及促進を図り、生活排水処理対策を推進する。
平成３１年度から、国の単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換に重点を置く方針に伴い、本市においても新設に対する補
助を廃止した上で、転換に重点を置く取組として、引続き配管費等への上乗せ補助を行うことにより、さらなる転換促進に努め
る。

・浄化槽設置費補助　　　　　　２６０基

浄化槽整備区域に居住する市民

浄化槽整備区域における生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止する。

　平成３１年度末の合併処理浄化槽等による
汚水処理人口普及率は、平成２５年度からの
転換上乗せ補助制度により、合併処理浄化槽
の設置整備が順調に進み、２３．８％（見込
）となり、目標値（２３．２％）を達成した
。

令和 年度5

R2

R2

R2

年度2 ・単独浄化槽撤去・配管費補助　２２０基
・委託料　　　　　　　　　　　２６０基
　事業費　１８９，７６２千円

％102.6

点35

平成 年度（決算）29 平成 年度（決算）30 平成 年度（決算）31 令和 年度（予算）2

320,365 283,019 209,310 211,675

294,084 260,900 187,397 189,762

26,281 22,119 21,913 21,913

Ａ 継続

　国の単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換に重点を置く方針に伴い、新設を廃止した上で、転換に重点を置く取組として、配管に要
する費用に対する補助の上限額を３０万円に引き上げ転換促進に取り組んだ。
　合併処理浄化槽への転換については、年間約２５０基程度実施しているが、単独処理浄化槽は、まだ多く設置されているため、更なる取組
が必要である。

　公共下水道の整備と併せて汚水処理人口普及率の向上に取り組むとともに、今後、国に対して、普及促進に要する経費に対する補助の新設
を要望するなどにより、生活排水対策の推進を図る。
　また、平成３１年度から、国の方針に併せて新設に対する補助を廃止し、転換に重点を置く取組として、引続き配管費等の上乗へ補助を実
施し、より一層の転換促進を図る。
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（企業会計）汚水施設整備事業

都市整備局

下水道整備課

087-839-2771

市

平成 年度～28

一般重点 ③インフラ・施設等整備

単年度整備面積 ｈａ

下水道整備面積 ｈａ

令和 年度（ 年度決算分）2 31

H29 H30 H31 R2

H29 H30 H31 R2

R2H31H30H29

　公共用水域の水質保全と、人々が健康で快適に暮らせる生活環境を創出するため、汚水施設の計画的な整備を行う。　
　下水道事業は、高松市では昭和８年から整備に着手し、昭和４０年に福岡下水処理場で汚水処理を開始、昭和５７年に東部下
水処理場の供用を開始、平成１３年に香東川浄化センターの供用が開始された。現在、平成２８年３月に策定した、第４次高松
市生活排水対策推進計画に基づき、整備を進めている。　　　　　　
　令和元年度末現在、　事業計画面積　６５６９．７ｈａ　整備済面積　５４９３．８ｈａ　行政人口　４２４，９９３人　　

【Ｒ２現】汚水管きょ整備　　φ２００ｍｍＬ＝１，２１０ｍ　　

下水道事業計画区域

下水道事業計画区域内で下水道の整備を行う。

　　処理人口　２７１，６９５人

下水道の整備により生活環境の改善、公共用
水域の水質保全を図る。

令和 年度5

R2

R2

R2

年度2 面整備（高松、牟礼、香川地区等）
【Ｒ１繰】汚水管きょ整備　　φ２００ｍｍＬ＝８７８．６ｍ　
面整備（高松、牟礼、香川地区等）

％99.2

点34

平成 年度（決算）29 平成 年度（決算）30 平成 年度（決算）31 令和 年度（予算）2

589,437 347,433 267,728 447,830

477,941 252,297 233,956 415,629

111,496 95,136 33,772 32,201

Ｂ 継続

未整備区域の中でも、費用対効果を含め優先度を考慮の上で、整備に努めた。

第４次高松市生活排水対策推進計画に基づき、現下水道事業計画区域内の未整備か所について、私道への布設承諾の取得を含め、汚水管の整
備を推進する。
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